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農家および勤労者世帯の消費関数と貯蓄関数

一高度経済成長期から安定経済成長期にかけての考察一

平　　塚　　貴　　彦＊

　　Consumpt1on　Funct1on　and　Savmg　Funct1on

　of　Farm　Househo1ds　and　Workers’Househo1ds

－A　Survey　from　H1gh　Econom1c　Growth　Per1od

　　　　　　　　　to　Low　Econom1c　Growth　Per1od

　　　　　　　　Takah1ko　HIRATsUKA

I　課題と方法

　筆者は以前，高度経済成長期のほぼ後半期に相当する
　　　　1）
S．39～50年の11年間を対象に，勤労者世帯（以下，勤労

者という）と農家の消費と貯蓄に関する家計行動の特徴

を，それぞれの消費関数およぴ貯蓄関数を計測して考察
　2）
した．その中で，勤労者と農家，農家の中でも専業農家

（以下，専業という），第I種兼業農家（以下，I兼とい

う），そして第皿種兼業農家（以下，1I兼という）の問

には，それぞれ11年問にわたって，いくつかの輿味深い

家計行動の特徴が見出された．また，現在なおわれわれ

の記傲こ新しいあのS．49，50年の第1次オイル・ショ

ック期の家計は，農家の安定性に対して勤労老の不安定

性・異常さが際立った対照を見せた画期でもあった．

　その第1次オイノいショックは，わが国の戦後のいわ

ゆる高度経済成長の終焉を，あまりにもドラマチックに

告げた出来事であったといえる．この混乱期を経て，わ

が国経済は，おおむねS．51年以降，欧米先進諸国に比

べるとなお高い成長を遂げつつも，それ以前の10％前後

というきわめて高い実質成長率と比較すれば，はるかに

低い実質成長率3～5％の，いわゆる安定成長の時代を

迎えている．

　そこで，このような経済環境の長期的た変貌の中で，

おおむねS．40年以降現在までの約20年問の動向を視野

に入れて，第1次オイル④ショックを大きな転換期とし

て位置づげ，主としてその前後で，家計におげる消費と

貯蓄の行動にどのような変化があったのかを，勤労者と

農家（専兼業別区分を含む）についてそれぞれの特徴を

明らかにすることが，本稿の主たる課題である．
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　研究方法としては，勤労者と農家の消費関数と貯蓄関

数を，S．39～60年について各年次毎に計測することで
　3）
ある．消費関数，貯蓄関数の計測には，勤労者は総務庁

r家計調査年報』の年平均月単位のデータ，農家は農林

水産省『農家生計費統計』の年単位のデータをそれぞれ

使用する．両方ともデータの範囲は全国とし，所得階級

別のクロス。セクショソ・データを利用するが，最上位

と最下位の階級は他の階級に比べ消費支出と貯蓄のバラ

ソスを著しく欠いているため除き，各階級の世帯数のウ
　　　　　　　　　　　　　　　　　4）
エイト差，世帯員構成，世帯員数の差はいずれも考慮し

ないことにした．また，専兼業別農家の消費関数，貯蓄

関数の計測は，S．45～60年（46年を除く）であるが，

それは『農家生計費統計』にはS41～44年と46年の専

兼別データがなく，S．36，40年は農家分類がI種農家，

1皿種農家になっているためである．

　さて，消費関数と貯蓄関数の関数型には直線型をあて
　　　　　　　　　　　　　　　5）
はめ，最小自乗法によって計測した．いま，可処分所得

をγ，消費支出をC，貯蓄をSであらわすと，

　　消費関数は，0：α。十瓦γ，

　　貯蓄関数は，s＝σ。十風γ，となる．α。，σ。，瓦，凪

はいずれも常数で，γ＝0＋8であるから，σ。十α。＝O，

瓦十風＝1である．そして，α。とα。は直線の切片であ

り，瓦と凪は直線の勾配で，それぞれ限界消費性向

（：κ／♂γ）と隈界貯蓄性向（＝お／∂γ）をあらわしてい

る．

　また，消費や貯蓄の平均所得弾力性値（以下，簡単に

消費や貯蓄の所得弾力性値という）の計測に用いる巧

0，Sの平均値は，使用した階級別データの単純平均値

である．したがって，例えぱ消費の所得弾カ性値は，
　0　＿　　　　　　　　　　　＿
風／一ア（γ＝平均可処分所衛0＝平均消費支出，瓦＝隈
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界消費性向）として計測される．

　なお，計測したすべての消費関数と貯蓄関数について，

相関係数グの検定を行ったが，自由度（π一2）で危険率

1％でも全部有意であった．

　■　消費および貯蓄に関するデ臼タの取り扱

　　　いについて

　　『家計調査年報』と『農家生計費統計』では，それぞ

れ消費と貯蓄の内容が異在っているので，できるだけ勤

労者と農家のデータに整合性を持たせる必要がある．し

かし，結論的にいえぱ，与えられた資料には制約があっ

て，若干の食い違いが生じるが，これを完全に修正する

ことは技術的に困難なのである．

　例えぱ，『家計調査年報』は暦年であるのに対し，『農

家生計費統計』は会計年度であり，農家のデータは毎年

3ヵ月のズレがあり，これは与えられた資料の範囲では

修正不可能である．もちろん比較データとしては，厳密

にはやや精密さを欠くかも知れないが，大勢を左右する

ほどのことはないと考えておく．

　さて，本稿では家計経済を，勤労者については『家計

調査年報』にもとづき，

　　可処分所得γ：消費支出C＋黒字（貯蓄）S，

農家については『農家生計費統計』によって，

　　可処分所得γ：家計費（消費支出）0＋農家経済余剰

　　　　　　　　　（貯蓄）S．

としてそれぞれとらえることになる．

　ところが問題なのは，勤労者の消費支出と農家の家計

費，同じく黒字と農家経済余剰はそれぞれ内容を異にし

ている点である．それは，消費支出と家計費の一部費目

の内容の違いでもある．

　勤労者と農家のデータの整合性を図るため，調整可能

な項目は隈られており，結局，家計用住居および自動車
　　　　　　　　　　　　　　　　　　6）
の減価償却額と家計用自動車購入額である．

　すなわち，第1に勤労者の消費支出には，家計用住居

および自動車の減価償却額が含まれておらず，農家の家

計費には含まれており，『家計調査年報』にはそれに該

当する項目の記載は一切ない．したがって，この費目に

関して勤労者の消費支出については，何の修正もできな

いので，調査のためには農家の家計費からこれを控除し，

農家経済余剰にこれを加えなくてはならない．

　第2に，家計用自動車購入額であるが，これはさきの

項目とは逆に，勤労者の消費支出には含まれており，農

家の家計費には含まれていない．ただ，幸いなことに，

『農家生計費統計』には家計用自動車購入額が家計費と

は別に記載されており，調整が可能なのである（r家計

調査年報』にはその記載がない）．したがって，勤労者

と整合させるために，これを農家の家計費に加えるとと

もに，農家経済余剰からは控除する．

　以上の2項目の調整によって，勤労者の消費支出と黒

字（貯蓄）には変更はないが，農家の家計費と農家経済

余剰については，本稿で使用する新しい内容がつぎのよ

うに変わる．すなわち，

　　新しい農家家計費＝もとの農家家計費一家計用住居

　　　　および自動車の減価償却額十家計用自動車購入

　　　　額．

　　新しい農家経済余剰＝もとの農家経済余剰十家計用

　　　　住居および自動車の減価償却額一家計用自動車

　　　　購入額

と，それぞれ修正される．

　それでも次お勤労者の貯蓄と農家の貯蓄（修正された

新しい）は，内容的に一致しない．すなわち，勤労者に

ついては，（γ一C）として算出される8（貯蓄）と貯蓄

の項目別純増加額の合計とは一致する．しかし農家の場

合は，修正された新しい8（貯蓄）でも貯蓄の項目別純

増加額の合計額である「純余剰」とは一致しない．厳密

な意味においては，勤労者のs（貯蓄）に対応する農家

のそれは，この純余剰なのであるカ㍉r農家生計費統計』

には純余剰の記載がない．したがって，本稿では農家の
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　7）
貯蓄として純余剰を使用することはできない．

　なお，消費や貯蓄の内容とは直接の関係はないが，農

村と都市，あるいは農家と勤労者との消費者物価水準の

差は度外視した．それは，現実問題として『農家生計費

統計』におげる調査標本の中には，都市や都市近郊に位

置する農家もあり，反面農村地域に位置する勤労者も混

在しており，画一的な区分は必ずしも適当でないと考え

たからである。そして，農家の自給農畜産物はすべて庭

先販売価格（米は生産者価格としての政府買入価格，そ

の他は時価）で評価されており，それは消費者価格より

総じて安いとみられるが，自給用と販売用の品質差の問

題などもあって判断は難しく，この差に．ついても考慮し

ないことにした．

　皿　轟家および勤労者世帯の家計行動

　　　　一消費関数と貯蓄関数による比較分析一

　　1．隈界消費性向と限界貯蓄性向

　　　（1）農家と勤労者の比較分析

　農家と勤労老について，第1表の計測結果から時系列

的に概観すると，限界消費性向K。（限界貯蓄性向K。）は
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　8）
S．46を除いて，勤労者の方が大きい（小さい）．そして，

第1次オイル・ショックの混乱期であるS．49，50年に，

勤労者のK。は急上昇して平均消費性向肌を上回って
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おり，他の年次と異なった特異な現象を惹起している．

　したがって，S．39～60年の瓦とK。の平均値は，第

2表のように，K。は勤労者＞農家，K。は勤労者＜農家

である．また，同期問の変動係数は，瓦，凪の両方とも

農家の方が小さく，安定性はより高い．

　このように，高度経済成長後期から安定経済成長期へ

の長期時系列観察により，総じて農家の消費行動，貯蓄

行動は，勤労者のそれよりも安定的で，K。は勤労者が，

K。は農家がそれぞれ大きいことから，農家は勤労老に

比べて消費支出の所得階級差が小さく，貯蓄のそれは逆

に大きいことがわかる．この点は，20年余の時系列観察

結果として，経験法則的にいえるだろう．

　さて，S．39～50年とS．51～60年とのK。とK。の変

化を，第2表の平均値で比較してみよう．まず，共通的

には農家も勤労者も，S．51～60年のK。はS．39～48年

またはS．39～50年のそれよりも小さくなっており，瓦

は逆に大きくなっていることがわかる．

　すなわち，安定経済成長期に入って両方とも消費支出

の所得階級差は多少縮小し，貯蓄のそれはいくらか拡大

していることがわかる．そのうえ，農家も勤労者も，κ．

K、両方において，S．51～60年の変動係数はそれ以前よ

り一層低下しており，安定経済成長下の家計行動は安定

第2表

性を増したことを示している．とくに，勤労者の方が農

家よりも変動係数の低下がばっきりしている．すなわち

大きいことは，さきに指摘した農家の瓦，凪の長期安

定性に照応してもいる．

　このように，瓦とK。の長期時系列観察の結果，安

定経済成長期に入って，農家も勤労者も家計行動は次第

に安定的になったことがわかる．そして，可処分所得が

増加すれぱ，以前よりも貯蓄の増加に結びつく傾向が強

まっているのである．これは，S．51年以降，第3表の

ように，実質経済成長率，実質可処分所得増加率の鈍化，

物価の安定などが影響しているとみられる．

　　　（2）S．49，50年におげる勤労者家計行動の特異

　　　　　現象について

　さきに（1）でも少し指摘したように，S．49，50年は勤

労者の家計に特異な現象が観察されるが，とくに49年は

いわゆる狂乱インフレと不況が同時進行した年であり，

50年はなおその影響が尾を引いていたのである（第3表

参照）．

　その特異な現象は高所得層の消費支出が住居費，被服

費，雑費を中心に急増した反面，中低所得層では節約が

進んで所得階級問の消費支出格差が拡大したことによる
　　　　　9）
と考えられる．つまりこの両年の勤労者の消費関数は，

隈界消費性向と限界貯蓄性向の平均値，変動係数

勤労者世帯
　　　〃

　　　〃

　　　〃

農　　　　　家

〃

〃

〃

勤労者世帯
農　　　　　家

専　業農　家

　　　〃

　　　〃

第I種兼業農家

　　　〃

　　　〃

第■種兼業農家

　　　〃

　　　〃

S．39－50

S．39－48

S．51－60

S．39－60

S．39－50

S．39－48

S．51－60

S．39－60

S．45－50
　　〃

　　〃

S．51－60

S．45－60

S．45－50

S．51－60

S．45－60

S．45－50

S．51－60

S．45－60

限界消費性向 限界貯蓄性向

平　　均

O．71092

0．69383

0．65820

0．68696

O．58546

0．58915

0．57489

0．58065

072372
0．56807

0．43979

0．48757

0．47165

0．49597

0．53531

052220
O．61058

0．59386

0．59943

標準偏差

O．05893

0．04916

0．01775

0．05222

O03252
O．03392

0．02197

0．02871

O．05986

0．03492

0．05607

0．04629

0．05463

0．03799

0．04169

0．04454

0．02986

0．02848

0．03001

変動係数1平均1

O．083

0．071

0．027

0．076

O．056

0．058

0．038

0．049

O．083

0．061

0．127

0．095

0．116

0．077

0．078

0．085

0．049

0．048

0．050

0．28906

0．30616

0．34180

0．31304

O．41453

0．41083

0．42511

0．41934

0．27626

043192
0．56019

0．51243

0．52835

0．50401

0．46469

0．47780

0．38940

0．40614

0．40057

標準偏差1

O．05893

0．04916

0．01775

0．05222

O．03252

0．03392

0．02197

0．02871

O．05986

0．03492

0．05607

0．04629

0．05463

0．03799

0．04169

0．04454

0．02986

0．02848

0．03001

変動係数

O．204

0．161

0．052

0．167

0．078

0．083

0．052

0．068

O．217

0．081

0．100

0．090

0．103

0．075

0．090

0．093

0．077

0．070

0．075

（資料）　第1表と第4表の数値より作成



一60一 島根大学農学部研究報告 第21号

第3表主要経済指標の動き（対前年変化率） （単位：％）

S．40年

　41

　42

　43

　44

　45

　46

　47

　48

　49

　50

　51

　52

　53

　54

　55

　56

　57

　58

　59

　60

I実質経済
成長　率

　5，7

　11，1

　10，7

　12，8

　12．0

　7．6

　5．0

　9．2

　4．5

△O．4

　3．9

　4．6

　5．3

　5．2

　5．3

　4．0

　3．3

　3．2

　3．7

　5．7

　4．2

■実質可処分
所得増加率

　1．8

　4．0

　6．4

　6．0

　6．3

　7．1

　4．0

　6．0

　6．6

△O．1

　2．6

△O．9

　1．6

　1．5

　2．4

△1．4

△1．0

　3．O

　O．7

　2．2

　1．9

消費者物価
上　昇　率

6．6

5．1

4．0

5．3

5．2

7．7

6．1

4，5

11，7

24，5

11．8

9．3

8．1

3．8

3．6

8．0

4．9

2．7

1．9

2．2

2．1

1
実質農家所
得増加率

　8．7

　8，1

　14．7

　5．7

　5．5

　4．1

　5，3

　13．6

　4．7

　6．3

　8．9

△1．0

　1．7

　3．2

△O．6

△5．9

　2．4

　2．4

　2．9

　3．1

　1．5

I
農村生活資材
物価上昇率

5．0

4．7

4．2

4．3

4．4

7．1

4．8

6，1

19，0

20．0

6．4

8．3

7．0

2．7

5．3

8．6

3．2

1．6

0．3

1．5

1．1

（資料）　経済企画庁「国民生活白書」昭和60年版，総務庁　「家計調査隼報」昭和60年版，

　　　農林水産省「農家経済調査」「農村物価賃金統計」より作成。

注）　　△印は対前年比マイナス。

切片が負になっていて，所得が増加するにつれて平均消

費性向が上昇しており，一般的なパターソではなくなっ

ているのである．

　一般に直線型消費関数0＝σ。十瓦γ（α。，K。は常数）

において，α。＞oで1＞風＞oだから，c／γ＝α。／γ十K・

とすると，γの増加につれて右辺はσ。，瓦が常数だか

ら次第に小さくなる．すなわち，平均消費性向0／γは

γの増加につれて次第に小さくなる．ところがS．49，

50年はα。〈Oであるから，γの増加につれて上式の右

辺，したがって左辺0／γ（平均消費性向）は次第に大

きくなるという形になったのである．

　　（3）専業，I兼，皿兼の比較分析

　まず，第4表によってK。とK。の時系列データを概

観すると，K。はS．50，54年にI兼く専業く皿兼となっ

た他は，専業＜I兼くn兼となっている．そして，S．48

年には風が一斉に著しく低下しており，農家における

消費の拡大・平準化が認められる．K。がとくに低くな

ったのは，専業がS．48，59年（いずれもO．4を切ってい

る），I兼がS．48，54年，そして1皿兼は比較的安定して

いるが，その中ではS．56年である．逆にK。が高い値

を示したのは，専業はS．53，55年，I兼はS．53，57年，

そして1皿兼はS．54年が最高値となっている．

　さて，第2表をみると，S．54～60年のK。の平均値

は，専業＜I兼くI1兼＜勤労者となっている．同じく

風の平均値は，瓦とは逆に専業＞I兼＞1皿兼＞勤労者

である．これらの関係は，S．45～50年とS．51～60年で
　　　　　10）
も変化はない．

　ただ，第4表によるとS．45～50年よりもS．51～60年
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は異なった性格を示している．

　ただ，専業およびI兼が1皿兼とは逆の動きを示したこ

とにより，S．50年までの両者間の際立った違いがむし

ろいくらかうすれてきたといえる．とくにI兼と1皿兼が

S．51～60年の平均値に．おいて互いに瓦＞K。という意

味で近似してきたことが指摘されよう（K。の差が0．115

からO．059に縮小している）．

　以上のような動きの中から，専業，I兼，】I兼，勤労

者をそれぞれ位置づげてみると，S．50年までの専業，

I兼は勤労者はもとより，1皿兼ともかなり家計行動が異

なり，I兼は工1兼よりも明らかに専業に近かったといえ

る．そして，1皿兼はI兼よりも勤労者に近いが，一般に

考えられているほどは近似してはいなかったのである．

　ところが，S．51～60年の平均値をみると若干様相が

変わり，1皿兼と勤労者のK。は小さくなっているのに対

し，専業とI兼はK。が大きくなって，とりわげI兼は

瓦＜κ。から瓦＞K。となった．その結果，専業から勤

労者までの差はK。の平均値の上からは明らかに少たく

なった．しかし専業だげが凪＜K。であることから，S．

45～60年までに期問を伸ぱしても，I兼，1皿兼，勤労者

がほぽ等距離に並んだ形になり，これら三者と専業の違

いが明確になってきたといえよう．

　ちなみに，専業とI兼，I兼と皿兼，1皿兼と勤労者の

K。の差は，S．51～60年の場合，それぞれO．048，O．059，

O．064となっている．それがS．45～50年には，それぞれ

O．056，O．115，O，113であった．これらの数値からも，

I兼の：皿兼への近似化が目立っている．

　　　2．消費および貯蓄の所得弾力性

　　　（1）農家と勤労者の比較分析

　第1表と第5表から，まず勤労者についてみると，消

費の所得弾力性値の時系列データでは，S．49，50年に1

を越えているのが，特異現象として指摘できる他は安定

的である．逆に貯蓄の所得弾力性値は，S．49，50年に1

を下回って特異現象を示している他は，安定している．

　本来，家計における消費と貯蓄の関係は，前者が後者

よりも緊要度が高く，優先しているので，前者は常に必

需項目（所得弾力性値＜1）で，後者は著修項目（所得
　　　　　　　　　　　11）
弾力性値＞1）なのである．このS．49，50年を除いて，

S．39～48年とS．51～60年を平均値で比較すると，第5

表にみるように，消費の所得弾力性値はわずかに下り，

貯蓄のそれはわずかに上昇しているが，大きな変化はな

し・．

　つぎに農家についてみると，S．49，50年におげる勤

労者のような特異現象はないが，S．56年にはS．51年以

降では最も瓦が低く，凪が高くなり，平均消費性向

　（平均貯蓄性向が低（高）かったため，消費（貯蓄）の

所得弾力性値が大幅に低下（上昇）している．とくに貯

蓄の所得弾力性値は3・279と高く，22年間で唯一3を越

えた年度になった．この年は，消費の必需性が一層高ま

り，所得階級間で平準化が進んだ一方，貯蓄は逆に著修

性が強くなって，所得階級差が拡大したのである．この

ことはK。とK。の数値からもいえる（第1表）．

　そして，S．50年までとS．51年以降を比べると，勤労

者以上に変化は小さく，平均値の上ではほとんど変化は

ないといってよいだろう．

　以上の結果から，S．39～60年にわたってほぼ一貫し

て農家は勤労者よりも相対的に消費（貯蓄）の必需性

（蕃修性）が強く，所得階級差が小さく（大きく），平準

化の度合は大きい（小さい）ことがわかる．ただ，S．49，

50年の勤労者は特異な数値を示しており，農家ではS．56

年に平均値と相当かげ離れた数値が出ている．後老の理

由については，はっきりとしたことはわからたいが，第

3表によるとS．55年が冷害で農村生活資材物価も対前

年8．6％上昇したのに対し，56年はなお冷害が続いたも

のの，物価上昇率は3．2％に低下したことが考えられる．

また，農家所得もS．54，55年と連続して対前年実質増

加率がマイナスα6％，5．9劣となったのに対し，56年に

は実質2．4％のプラスに転換したことも影響している．

　　　（2）専業，I兼，1皿兼の比較分析

　消費の所得弾力性値は，第4表と第5表をみると，S．

45～60年の平均値では専業＜I兼＜1皿兼となっており，

専業とI兼が相対的に近似している．S．45～50年とS．

51～60年を比べると■兼が若干低下しているが，専業の

わずかの上昇とI兼はわずかの低下で，ほとんど変化ら

しい変化はない．一方，貯蓄の所得弾力性値のS．45～60

年の平均が，専業＞I兼〉n兼となっており，S．51～60

年の平均値はS．45～50年のそれをいずれも上回ってい

る．とりわけ，専業とI兼の上昇が激しく，専業とI兼

が一層著しく近似してきたのに対し，■兼はむしろ両者

との格差が拡大した．

　S．45～60年を時系列的概観しその特徴をみると，専

業ではS．59年の消費の所得弾力性値がとくに低く，S．

55，56年の貯蓄のそれが著しく高いことである．I兼で

は，S．54年の消費の所得弾力性値が低く，S．54，56，

58年には貯蓄のそれがいずれも3を越える高い数値にな

っている．そして1皿兼は，全般的に安定しており，S．56

年だげが他の年度と異なっている．すなわち，消費の所

得弾力性値は唯一のO．7未満を示し，貯蓄のそれが伸の

年度に比べて著しく高くたっている．

　その他，安定経済成長期に入って，特徴的なことは，
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第5表 消費および貯蓄の平均所得弾力性値

勤労者世帯

　　〃

　　〃

　　〃

農　　　家

〃

〃

〃

専

I

n

〃

〃

〃

〃

〃

〃

S．39－50

S．39－48

S．51－60

S．39－60

S．39－50

S．39－48

S．51－60

S．39－60

S．45－50

S．51－60

S．45－60

S．45－50

S．51－60

S．45－60

S．45－50

S．51－60

S．45－60

消費の平均所得弾力性値

平　　均

O．90108

0．86820

0．83690

0．87191

0．72658

0．72170

0．71170

0．71982

O．59740

0．60520

0．60260

0．66140

0．65030

0．65400

0．78100

0．73950

0．75333

標準偏差

O．08358

0．04346

0．02646

0．07176

O．02971

0．03022

0．03442

0．03279

O．05045

0．04839

0．04922

0．01953

0．05713

0．04828

0．O0862

0．04050

0．03875

変動係数

O．093

0．050

0．032

0．082

O．041

0．042

0．048

0．046

O．084

0．080

0．082

0．030

0．088

0．086

0．O11

O．055

0．051

貯蓄の平均所得弾力性値

平　　均

1．39583

1．51380

1．60730

1．49195

2．22066

2．31070

2．26250

2．23968

2．16580

2．76480

2．56513

2．06120

2．71970

2．50020

1．80760

2．09520

1．99933

標準偏差

O．28783

0．12605

0．12065

0．25079

O．40395

038295
O．37818

0．39300

O．32142

0．68473

0．65325

025852
O．52109

0．54741

0．15102

0．31377

0．30268

変動係数

α206
0．083

0．075

0．168

O．182

0．166

0．167

0．175

0．148

0．248

0．255

0．125

0．192

0．219

0．084

0．150

0．151

（資料）　第1表と第4表の数値より作成

専業の消費の所得弾カ性値を除いて，消費の所得弾力性

値も貯蓄のそれも，変動係数が大きくなっており，安定

性は低下している．これは，勤労者の場合と対照的であ

る．

　以上のように，S．51年以降，専業とI兼の貯蓄の所

得弾力性値の上昇が目立っている．高度経済成長期に定

着した消費水準を維持するには，どうしても消費支出は

所得増減に対してむしろ硬直的にならざるを得ず，専業

とI兼は，したがって，貯蓄が所得の増減に一層左右さ

れ易い著修性を強めたことを示している．

　このことは，専業とI兼の所得は農業依存度が高いう

えに，S．53年からの水田利用再編対策による減反強化，

S．55～58年の冷害，S．52年以降の生産者米価の実質据

置きなど，農業所得の停滞と不安定化要因が増加したこ

との現われでもあろう．

　1V　要　　　約

　以上本稿では，おおむねS．40年から60年にわたる20

年余の期問を対象に，S．49，50年の第1次石油危機期

をいわゆる高度経済成長の転機と位置づげ，その前後を

それぞれ高度経済成長後期と安定経済成長期としてとら

え，農家と勤労者，そして農家の中では専業，I兼，1皿

兼の消費と貯蓄に関する家計行動がどのように変化した

かを，考察することが主たる課題であった．

　そのため，r家計調査年報』における勤労者，r農家生

計費統計』におげる農家の消費と貯蓄に，可能な範囲で

の内容の調整を行って消費関数と貯蓄関数を計測した．

以下，考察繕果を簡単に要約しておこう．

1．S．39～60年のK。は，S．46年を除いて勤労者＞農

　家で，凪は勤労老く農家（除S．46年）となっている．

　また，22年問のK。とK。の変動係数は農家の方がは

　るかに小さく，家計行動は農家の方が相対的に安定し

　ていることがわかる．S．39～48年とS．51～60年の

K。とK、のそれぞれの平均値を比較すると，農家も

　勤労者も，K．は若干低下し，風は逆に若干上昇して

　いる．そして，K。とK。の変動係数は農家も勤労者も

　低下した．これらの変化はともに農家はわずかで，勤

　労者の方が大きい．

　　したがって，安定経済成長期に入って，農家も勤労

老も消費の所得階級差は縮小し，貯蓄のそれは拡大し

　ており，家計行動は安定性を増したことがわかる．

2．いわゆる狂乱イソフレと不況が同時進行したS．49

年と，その影響が残った50年の勤労者の家計行動は，

　きわめて異常であったことがわかった．所得階級間の

消費格差は著しく拡大し，貯蓄格差は逆に縮小してい

　る．
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　この両年，農家はきわめて安定的で，勤労者の家計

行動との違いを強く印象づげている．

3．S．45～60年のK。の平均値は，専業くI兼＜皿兼＜

勤労者である．この順序は，S．45～50年とS．51～60

年でも変わらないが，特徴的なことは安定経済成長期

に入って，勤労者と■兼の瓦が小さくなったのに対

し，専業とI兼のそれは大きくなっている．なお，い

うまでもなく，凪はいずれもこの反対になっている．

　その結果，I兼の皿兼への近似化が目立っており，

とくにI兼はS．45～50年の瓦〈K。からS．51～60年

には瓦＞K。となった（S．45～60年でも瓦＞凧）．し

たがって安定経済成長期に入って専業から勤労者まで

の差は縮小して，ほぼ等距離に位置する形になってき

たが，その中で専業だけはなお瓦＜凪にとどまって

おり，性格の違いをみせている．

4．S．39～60年の消費の所得弾カ性値は，平均が勤労

者＞農家で明確な差がある．当然，貯蓄のそれは逆に

なっており，勤労者の1．49に対して農家は2．24で，消

費のそれよりも差が大きい．

　したがって，農家は勤労者に比べて消費の心需性が

相対的に強くて，貯蓄の著修性はさらに強い．このこ

とは，所得階級問で農家は勤労者に比べて，消費では

平準化しており，逆に貯蓄では格差が大きいことを示

している．凪，K。と同様，勤労者のS．49，50年は異

常な数値を示している．

　専兼業別にみると，S．45～60年の消費の所得弾力

性値は，平均で専業くI兼〈皿兼となっていて，S．45

～50年とS．51～60年でもこの関係は基本的には変わ

らない．一方，貯蓄のそれは逆に，専業＞I兼＞1皿兼

で，S．51～60年にはとりわげ専業とI兼の値が大幅

に上昇し，皿兼との格差が拡大した．貯蓄の所得弾力

性値に関しては，専業とI兼が近似し，皿兼はむしろ

勤労者に近いといえる．

（注）

1）昭和60年版『国民生活白書』　（経済企画庁）による

と，戦後40年のわが国経済の歩みを，時期区分し，S．

41～48年度を高度成長期の後期，S．49年以降を安定

成長期としている．S．49，50年度を安定成長期に区

分して，「第1次石油危機期」としているが，本稿で

は，両年は安定成長期から除外し，昭和30年代初め以

降の高度成長期全体の終焉期としてとらえ，どちらに

も属さない転換期という認識のもとで考察を行う．

2）平塚貴彦「農家および勤労老世帯の消費と貯蓄につ

いて」，『農林業間題研究』第52号，関西農業経済学会

　編，1978年9月．

3）S．39～50年の消費関数，貯蓄関数については，前掲

　拙稿で計測しているものを用いる．

4）厳密には世帯員数と家族構成の差を除くため，成人

　単位に換算して，成人1人当たりデータを用いるべき

　だが，使用する資料ではその作業が不可能である　単

　なる世帯員1人当たりデータでも家族構成の差は除去

　できない．

5）消費関数と貯蓄関数の計測にあたって多くの人にお

　世話になった．膨大なデータの整理，集計計算，研究

　室のパソコソを使っての関数の計測は，大半の作業を

　浅馴党代嬢にお願いした．計測のプログラム作成は農

　林経済学科の井上弘良技官，同大学院生の下野俊二君

　にお世話になり，相関係数グの検定については農林

　経済学科伊藤勝久助手に示唆を得た　これらの人達に

　記して謝意を表する次第である．

6）S．42，43年のr農家生計費統計』には，家庭用住屠

　の減価償却額と家計用自動車購入額の記載がなく調整

　不可能である．その他，農家の通勤定期代の扱いがS．

　43～49年にかげて勤労老家計と不統一なので修正不可

　能である．これらについて詳しくは，前掲拙稿参照．

7）農林水産省『農家経済調査報告』には，農家経済余

　剰に（加算すべき額一控除すべき額）を加えて，純余

　剰が算出されている．純余剰と農家経済余剰の差は，

　多くが土地売却処分差純益（処分差利益一処分差損失）

　と付加減価償却額であるが，この点について詳しくは

　前掲拙稿参照．

8）この点は以前からも指摘されており，戦前戦後にも

　あてはまる．例えぱ目本の場合について，篠原三代平

　『消費関数』，動草書房，1958．4，228～232頁，254頁．

　外国の場合については，同書149～153頁．他に鈴木諒

　一r現代厚生経済学』，至誠堂，19599，266～268頁．

9）S．49，50年に高所得層の家具什器，電気製品，呉

　服，自動車など耐久消費財への支出が急増した点につ

　いて，詳しくは総理府r家計調査年報（S．49，50年）」

　の解説参照．

10）専業やI兼のK、が皿兼や勤労者のそれより恒常的

　に小さく，K。は逆に大きいのは，専業やI兼では相

　対的に変動性の強い農業所得に依存する度合が大き

　く，企業的・業主的性格が強いことが影響しているか

　らであると考えられる．

11）ふつう貯蓄の所得弾力性値は，飲食費，住居費，光

　熱水道費，被服費，雑費といったどの消費支出費目の

　それより大きく，最も著傍性の強い項目である．この

　点，例えばPau1A．Samue1son　rEconomics：
　Tenth　Edition』，P．208～210参照．




